
議第１３号 

 

酒田市社会教育推進員に関する規則の廃止について 

 

酒田市社会教育推進員に関する規則を廃止する規則を次のように制定する。 

 

令和７年４月２５日提出 

 

 

酒田市教育委員会 

教育長 赤坂 宜紀 

 

 

酒田市社会教育推進員に関する規則を廃止する規則 

 

酒田市社会教育推進員に関する規則（平成１７年教育委員会規則第３１号）

は、廃止する。 

 

附 則 

この規則は、令和７年５月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

社会教育推進員の職務は主に公民館活動への協力であり、活動時間を年間お

おむね２５日または５０時間以上とするものであるが、公民館事業の減少など

現状に即して配置しないため、同規則を廃止するものである。 



令和７年４月２５日 

 

 

 

 

 

令和６年酒田市議会１２月定例議会における質問要旨 

（教育委員会関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田市教育委員会 

 

 

 

報告事項  １ 



◆一般質問について 

・質問順に議員名を記載  

・右側には担当課を記載  

 

５ 伊 藤 欣 哉 議員 

 

２ 義務教育学校について                   【企画管理課】 

（１）現在の進捗状況 

  ・義務教育学校設置場所について、いまだに当局から正式発表がない。現在、義 

務教育学校の設置の為にどのような作業を進めているのか。 

（２）今後の対応 

①開校予定 

・昨年度末の説明で示された案では開校予定時期を令和１６年としているが、こ 

れがさらに遅延されることはないのか。 

②複式学級                        【学校教育課】 

・複式学級編成のメリットがある一方、デメリットも指摘されている。義務教育 

学校の開校が令和１６年となり、それまで複式学級が続くことの影響や課題に 

ついて、本市でどのように見ているか伺う。 

 

 

 

９ 田 中  斉 議員 

 

１ 第四中学校区に新設する義務教育学校の進捗状況                   

（１）新設統合に向けた基本コンセプトと教育環境        【学校教育課】 

   新設統合に向けた本市の義務教育学校のコンセプトの特色と概要を伺う。 

（２）ＰＴＡや地域への説明経過と地域の意見集約        【企画管理課】 

・ＰＴＡと地域への説明経過とその後の進捗経過の概要、子育て世代や住民の意 

見をどう捉えて反映させるのか伺う。 

・昨年１１月時点では、令和１１年開校の説明だったが、３月には１０年かかる 

説明を受けた。市と教育委員会が一丸となって取り組むことでスピードアップ 

できないか。今後の進め方について伺う。 

（３）スクールコミュニティの拡充方法             【学校教育課】 



・地域に開かれた義務教育学校の地域コミュニティの機能はどのように考えて 

いるか伺う。 

 

 

１３ 市 原 栄 子 議員 

 

２ 自然と親しみ、守り伝えていく取り組みを進めていく施策は   【学校教育課】                  

（２）子どもたちへの取り組みは  

①学校行事での自然学習をどのように進めるか      

本市の小学校で行われている自然体験学習について、どのように進められてい 

るか伺う。 

（４）「酒田の自然 見つけよう 伝えていこう わがまち自然」（平成１１年３月３１ 

日発行）の改訂版の発行の考えはないか         

現在のものは合併前（平成１１年）に編集されたものであるが、合併した地域 

を含めた改訂版の発行の考えはないか伺う。 

 

 

 


